
二
〇
二
三
・ 

〇
六
・ 

二
六
号 

№
一
三
八
号 

・

▽
令
和
五
年
も
折
り
返
し
を
迎
え
ま
す
。
早
い
様
な

遅
い
様
な
何
だ
か
訳
解
ら
な
い
う
ち
に
過
ご
し
て

い
る
気
が
致
し
ま
す
。
先
達
て
は
、
八
雲
町
の
国
道

で
大
変
に
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

原
因
は
、
ま
だ
ハ
ッ
キ
リ
と
し
て
い
ま
せ
ん
が
お
亡

く
な
り
に
成
ら
れ
た
方
々
、
ま
た
、
怪
我
を
さ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
ご
冥
福
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
▽
春
か
ら
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

ク
マ
騒
動
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
当
町
に
於
い
て

も
昨
年
一
人
犠
牲
に
な
り
成
り
ま
し
た
。
注
意
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
駆
除
す
る
ハ
ン
タ
ー
も
高
齢
化

と
資
格
者
が
少
な
く
こ
の
手
の
業
界
も
大
変
み
た

い
で
す
。
当
社
の
熊
も
鹿
も
大
変
に
賢
く
、
作
業
終

了
の
五
時
～
六
時
頃
に
駆
け
て
出
没
す
る
様
で
す
。

特
に
鹿
は
、
有
り
が
た
い
事
に
切
羽
か
ら
プ
ラ
ン
ト

に
か
け
て
見
回
り
点
検
を
し
て
く
れ
て
い
る
様
で

す
。
此
れ
か
ら
雨
も
多
く
成
り
法
面
の
崩
落
も
注
意

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
訳
で
十
分
に
注
意
し
て
見

回
り
点
検
を
励
行
し
て
頂
き
た
い
も
の
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
▽
し
か
し
、
今
年
は
当
社
プ
ラ
ン
ト

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
故
障
や
修
理
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
従
業
員
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
お
神
酒
を
ま

い
て
御
参
り
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
な
い
か
と
。 

神
様
は
見
え
な
い
も
。
見
え
な
い
か
ら
見
え
る
モ
ノ

に
祈
り
を
求
め
る
モ
ノ
だ
と
か
。
心
穏
や
か
に
平
常

運
転
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

            

 

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

①
本
部
報
告 

・
令
和5

年
度
定
時
総
会 

6
月
8
日 

東
京
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

13
時
～
実
施 

 
 ・

第
50
回
理
事
会 

審
議
事
項
（
第
一
号
議
案
） 

才
田
会
長
が
会
長
就
任
を
固
辞
し
た
た
め 

 

会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
は
決
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
よ
っ
て
、
各
地
方
本
部
で
会
長
候
補

を
協
議
し
、
そ
の
結
果
を
8
月
7
日
開
催
の 

次
回
理
事
会
で
報
告
し
会
長
を
選
定
す
る
事
に

成
り
ま
し
た
。 

 
・
第
51
回
理
事
会 

令
和
5
年
8
月
7
日
午
後
一
時
～ 

ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
ィ
ズ
五
反
田
駅
前 

2F 

議
案
第
一
号 

正
副
会
長
・
専
務
理
事
選
任
案 

議
案
第
二
号 
常
設
委
員
会
の
委
員
長
専
任
案 

報
告
事
項 

2
件 

 
 ②
地
方
本
部
報
告 

・
北
海
道
砕
石
だ
よ
り1

4
2

号
発
刊 

・
函
館
支
部
依
頼
で
北
海
道
森
林
管
理
局
と
の 

 

打
合
せ
等 

用
件
は
、
下
川
部
工
業
砕
石
許
認

可
に
対
す
る
前
会
社
と
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て 

 
 休

業
4
日
以
上
の
災
害
報
告 

 

宮
崎
県
支
部 

男
性
52
歳 

 

2
ト
ン
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら 

足
を
滑
ら
せ
転
倒
。
そ
の
際
右
手
を
つ
き
、 

右
手
首
骨
折 

以
上
の
様
に
、
慣
れ
た
作
業
に
於
い
て
も
、
つ
い 

う
っ
か
り
油
断
で
こ
の
様
な
災
害
に
成
り
ま
す
。 

作
業
す
る
に
辺
り
、
緊
張
感
が
必
要
か
と
。 

 

           

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

➀ 

令
和5

年
砕
石
等
の
月
別
需
要
見
込
み
が 

 

函
館
建
設
管
理
部
事
業
室
地
域
調
整
課 

 

主
幹
清
水
英
夫
様
か
ら
報
告
が
有
り
ま
し
た
。 

 

② 

理
事
会 

6
月
28
日 

15
時
～ 

議
案
①
持
分
譲
受
け
に
よ
る
加
入
に
つ
い
て 

議
案
②
保
証
書
交
付
に
つ
い
て 

議
案
③
そ
の
他
必
要
事
項
に
つ
い
て 

何
れ
も
旧
八
雲
砕
石
か
ら
下
川
部
工
業
に 

対
し
て
の
案
件
の
モ
ノ
で
す
。 

 

そ
の
他 

今
後
の
日
程 

・
採
石
業
務
管
理
者
試
験
前
講
習
会 

 
 

令
和
5
年
8
月 

札
幌
市 

・
採
石
の
た
め
の
掘
削
作
業
主
任
者
技
能 

 
 

 
 

 
 

講
習
会 

令
和
6
年
2
月 

札
幌
市 

・
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
試
験 

 
実
施
日 

令
和
5
年
9
月
3
日
日
曜
日 

 

会
場 
札
幌
市
・
旭
川
市
・
帯
広
市 

 

願
書
受
付 

6
月
20
日
～
29
日 

・
試
験
要
請
講
習
会 

 

令
和
5
年
7
月
2７
・
28
日 

札
幌
市 

 

会
員
会
費 

9
〇
〇
〇
円 

開
催
詳
細
要
項
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い 

第
14
次
労
働
災
害
削
減
運
動
方
針
に
つ
い
て 

削
減
運
動
（
令
和
5
年
度
） 

①
死
亡
災
害
ゼ
ロ 

②
災
害
率
半
減 

（
平
成
2４
年
度
～
令
和
３
年
度

ま
で
の
10
年
間
の
平
均
値
以
下
の 

災
害
率
1０
・
４
）
を
数
値
目
標
と
し
て
い
る
。 

 

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン 

▽
創
意
と
工
夫
で
不
安
全
な
状
況
と 

行
動
を
な
く
そ
う
！ 

▽
安
全
作
業
と
健
康
管
理 

 

君
な
ら
で
き
る 

二
刀
流
！ 

 

み
ん
な
で
目
指
そ
う
ゼ
ロ
災
害 

 

重
点
実
施
対
策 

①
機
会
あ
る
ご
と
に
安
全
衛
生
活
動
を
実
施
し 

 

チ
ー
ム
合
意
の
中
か
ら
安
全
に
対
す
る 

意
識
を
向
上
せ
る
。 

②
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
災
害

リ
ス
ク
の
低
減
を
図
る
。 

③
作
業
経
験5

年
未
満
の
労
働
者
に
は
、 

適
切
な
作
業
指
示
と
KY
活
動
を
行
う
。 

➃
職
場
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
の
周
知
・
共
有
化

を
図
り
、
危
険
に
対
す
る
感
受
性
を
高
め
る
。 


